
（施設運営用）

南あわじ市 平成 21 年度事務事業評価シート 新規 継続

（⑨運営用）

会計

款

項

目

背　景（どのような現状・課題・要望によって事業が実施されるに至ったか、他の自治体の動向など）背景、委託根拠（どのような現状・課題・要望があったか、また委託に至った根拠、他の自治体の動向）（当該事業を委託すると判断した根拠）

Ⅱ　Plan（計画、事業内容、事業背景）

39 年度

午前 時 分 ～ 午後 時 分

平日 曜日 土曜日 日曜日 祝祭日

直営 全部委託 　　一部委託（施設設備保守管理等は下の管理方法に記入）

(1)

(2)

(1)

(2)

稼
動
状
況

Ｈ１６年度：８４．３％＝３５４／（３５室×１２月）
Ｈ１７年度：８７．３％＝３６６．５／（３５室×１２月）
Ｈ１８年度：７３．３％
Ｈ１９年度：６０．５％
Ｈ２０年度：５８．６％
平成２１年２月１日現在の入居者５名

委託団体

委託内容

南あわじ市神戸寮条例、南あわじ市神戸寮使用料徴収条例、南あわじ市神
戸寮使用規則

南あわじ市総合計画
施策体系

まちづくりの柱

施策目標

（施設の利用状況、稼動状況）

（敷地面積、延床面積、構造、収容人数、駐車台数、付属施設など）

　淡路島内出身の未婚の青年・学生又は単身赴任者の阪神間への就学或いは就職する際
の居住の安定を図る。

まちづくりの目標

整理番号 134

神戸寮管理運営事業

市民生活部 市民課

Ⅰ　基本事項

担当部課名

事　業　名 予
算
科
目

一般会計・１

総務費・２款

総務管理費・１項

神戸寮管理運営費・９目電　　　話 0799 -43  - 5023  

対　象（誰を・どのような状況の人を）

　淡路島内の未婚の青年男女の阪神間への就学者又は就職者

設置年度

施設名称 南あわじ市神戸寮

神戸市長田区房王寺町６丁目２番５号

意　図（どのような状態になってもらいたいのか、事業を実施する「本来の目的」を記入）

施
　
設
　
の
　
概
　
要

施設設置根拠法令等

開館時間

休館日

運営方法

（その他）

設
置
目
的

施
設
内
容

敷地面積：５７９㎡（登記簿５７７㎡）
施設規模：ＲＣ造３階建ワンルームマンション型寮、施設床面積890.2㎡（Ｓ63年改築）
室　　数：３５室（Ａタイプ19.5㎡２８室、Ｂタイプ19.5㎡５室、Ｃタイプ22.0㎡２
室）

所在地

－ 1 －



（施設運営用）

Ⅲ　Do（管理状況、使用料、投入資源等）

市職員 人 1 人 合計 1

（千円）

（千円）

（千円）

管理人：（住込臨時職員：１名）
その他：警備保障＝303千円、退室時清掃＝189千円、受水槽他＝89千円、消防施設＝105千円
★昭和６３年度工事費215,970千円（借入金140,000千円については、Ｈ14年度末償還済み）

平成２２年度平成２１年度

737

2,952

1,749

経費に関する
補足説明

役務費 107

管理委託料 747

2,948

745

100

136686

227

1592,988

33

1,432

95

74

5,886

510

466

平成１９年度

469

6,531

7621,780

平成２０年度

6,678

486

資
源
配
分

（
イ
ン
プ

ッ
ト

）

平成２１年度の修繕費減額については、ミニキッチン１４室分を見合わせること
により、歳出を削減した。

000

28.230.1 27.9

0

28.2

487 520671

1,432△ 1,114△ 1,922△ 3,786

10,317

1,432△ 3,786 △ 1,922 △ 1,114

8,600 7,000

管
理
方
法

（委託業種、作業内容、設備・備品内容、修繕内容など）

施設管理従事職員 臨時・委託職員 人

受益者負担について（料金体系、根拠法令など）

使
用
料
等 減免措置（減免内容、根拠法令など）

南あわじ市神戸寮使用料徴収条例
・使用料（月額）　Ａタイプ：35,000円、Ｂタイプ：37,000円、Ｃタイプ：39,000円
・共益費（月額）　1,000円（全室共通）
・敷金　　　　　　使用料月額の３ヶ月分
・敷引　　　　　　敷金額の３０％
・その他　　　　　電気、ガス、水道使用料は入寮者の従量負担

該当なし

平成１８年度

直接事業費 6,448

光熱水費 461

修繕費 1,582

743

賃金 2,942

その他 613

財　　　源

国

県

起債

その他 12,106

一般財源[A] △ 5,658

0

平均人件費（１日当り） 29.9

事業量１（事業に要した日数）

人件費（正規職員）[B]

事業量２（事業に要した人数）

年間経費（[A]+[B]） △ 5,658

－ 2 －



（施設運営用）

Ⅳ　Check（事業の自己評価・一次評価）

高 中 低

達成度 2
効率性 2
必要性 2

必
要
性

総
合
評
価

　入居率が平成２１年度途中で５０％となった
ため、新規募集を行わず入居者の契約更新をし
ないこととし、売却を前提に廃止する。

自己評価をふまえた現状分析

① 今後の運営については、修繕費等が嵩み経営が成り立たないと予測される。
② 入寮者の急激な増加は見込めない。
③ 最終的に取り壊しを考えると、工事用車両を搬入できないので、可能であれば売却す
るかを早急に見極めたい。

自
己
評
価

（
５
点

）

自
己
評
価

（
５
点

）

2

2

　明石海峡大橋や少子化による入寮者数の減少に伴い、対象者を淡路島全域に拡大した
が、通勤通学可能な範囲であり、さほどの効果は見られていない。また、市内在住者の
高速バス利用者による通勤通学費の補助を実施しているため政策的に重複していると考
えられる。

（施設の効率性・コストの分析、問題点・課題などを記入。）

（公共が設置すべきか、市民ニーズはあるかなどを分析、問題点・課題などを記入。）

2

行政関与の妥当性

設
置
目
的
達
成
度

自
己
評
価

（
５
点

）

① 平成２１年６月２０日現在の入寮者は１７人で、５０％を切った状況になっている。
② 問合せ及び見学者は多数あるものの、学生のニーズに合わなくなっている。
③ 平成２１年度の運営については、歳入歳出額がほぼ同額となる。

（達成度の分析、問題点・課題などを記入。）

効
率
性

評価グラフ

0

1

2

3

4

5
達成度

効率性必要性

－ 3 －



（施設運営用）

Ⅴ　Action＆Plan（改善の内容及び次年度以降の計画）
平成２２年度にできる改善・改革 平成２３年度以降にできる中期的な改善・改革

（
①
で
見
直
し
の
場
合
記
入

）

③
見
直
し
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

（
現
状
維
持
の
場
合
も
記
入

）

④
廃
止
・
委
託
の
影
響

　売却収益が見込まれる。

仮に外部委託した場合に予測される影響（プラス面、マイナス面）

 入居者については、平成２２年３月３１日までに退去の承諾を得ている。
 売却が完了すれば、今後予想される修繕費が不要となり、また売却収益が見込まれる。

①
今
後
の
方
向
性
と
そ
の
理
由

　同左。

仮に施設を廃止した場合に予測される影響（プラス面、マイナス面）

　行財政改革実施計画に基づき、現在、２２年
度中に施設の売却が出来るよう手続きを進め
る。
　なお、売却、引き渡しが完了するまでは、現
在の管理人を引き続き雇用して施設の管理を行
う。

　同左。

（下記の見直し内容にチェック） （下記の見直し内容にチェック）

（
①
で
見
直
し
の
場
合
記
入

）

②
具
体
的
な
改
善
方
法

　入寮者との契約を、平成２２年３月３１日に
期限を定めて、施設廃止及び売却に向けた諸手
続きを行う。

　同左。

　現状維持

　指定管理者委託

　開館時間、休日等の見直し

　休止・廃止　統合

　人員配置の見直し

　見直し

　現状維持

　見直し

　その他

　イベント等の見直し
　使用料の見直し

　民間譲渡

　人員配置の見直し
　開館時間、休日等の見直し

　指定管理者委託

　統合

　イベント等の見直し

　使用料の見直し

　民間譲渡

　休止・廃止 　その他

－ 4 －


